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Abstract Neope goschkevitschii and N. niphonica are closely related species that occur sympatrically in various 
areas of Japan. In order to verify the possible existence of natural hybrids and genetic introgression between these 
species, artificial hybridization and backcrossing experiments were conducted by hand pairing. The results showed 
that adult male and female F1 hybrid individuals of both species were not capable of reproducing and that genetic 
introgression between these species must not occur in the natural environment. 
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は じ め に 


サト キマ ダラ ヒ カ ゲ MAeope goschkevitschii (Menetries), 1857 
(以下 、 サト) と ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ WM niphonica Butler, 
1881 (以下 , ヤマ ) は , 高橋 (1968) に より 成虫 斑紋 の ほか 
幼虫 の 形態 や 分 布 の 違い な どか ら , 当初 , キマ ダラ ヒ カ ゲ 
の 山地 型 と 平地 型 と し て 識別 され た の ち , 高橋 (1970) に よ 
りこ の 二 つ の 型 が 形態 面 お よび 生態 面 が 大 きく 異な る と し 
T, 2 種 に 分 割 さ きれ た 種 で ある . その 後 , Saitoh et al. (1981) 
や 斎藤 ・ 高 橋 (1997) は 両 種 の 柴 色 体 数 を 調査 し サト が 
n=46 で ある の に 対し て ヤマ が n=28 で , 両 種 は 菜 色 体 数 も 
全く 異な る こと を 報告 し , 遺伝 学 的 に も 両 種 が 別種 で ある 
こと が 裏付け られ た . 


これ と 並行 し て , 両 種 の 分 布 や 生態 の 違い も 急速 に 明らか 
に され た (高橋 1973, 1979, 1988 な ど ). 特に , ヤマ に つい て 
は 千葉 県 房総 半島 や 離島 な ど で 地 理 的 変異 が 顕 着 に 認め ら 
れる た め , 幼生 期 の 生態 る 含め た 検討 も 継続 的 に 行わ れ て 
きた (高橋 ・ 青 山 1981, 高橋 1990a,b, 1991, 1998 な ど ). 一 方 , 
サト に つい て は , 成虫 の 斑紋 の 地理 的 変異 が 小さ いた めか 
詳細 な 検討 は 行わ れ て いな い が ., 谷 (1983) は 黄 休 眠 に 関与 
する 光 周 反応 が 地域 に より 異な る こと を 報告 し て いる . T 
ト の 分 布 に つい て は , 本 州 以 南 で は 温暖 地 に 普通 に 産 する 
こと か ら 報 告 が 少な く , 白水 (2006) で は 離島 を 除き 北海 首 
か ら 九 州 ま で 普遍 的 に 分 布 す る と し て いる . し か し , サト 
は 山岳 域 な ど で は 決し て 普遍 的 な 分 布 を し て いる わけ で は 
な く , 黒田 (2010) が 示し た よう に , 北海 道 地域 で は 少な く 
と も 中 央 部 な どの 内 陸 は 分 布 が 空白 と な っ て いる . 


ー 連 の 研究 に より , 両 種 に つい て 我が国 お よび 離島 や 周辺 
地域 の 分 布 状況 と 地理 的 変異 , ある い は 成虫 や 効 生 期 の 生 
態 的 な 違い が か な り 明 確 に な っ て き て いる . し か し , 両 種 








の 混 棲 地 ある い は 分 布 が 接する 場所 は 全国 各地 に あり , そ 
こ で 両 種 は び の よう に 生 将 的 隔離 を 行っ て いる の か に つい 
て は 未 解明 な 点 が 多い . 特に , 両 種 間 の 交雑 の 可能 性 や 自 
然 雑種 の 存在 の 可能 性 に つい て は 全く 報告 が な い . この 点 
に つい て , 高橋 (1968) iX, 「 両 者 を 人 工 的 に 交尾 ・ 産 卵 
させ て みれ ば , 実験 的 に ある 程度 の 証明 が で きる と 思う 」 
と 述べ 今後 の 交雑 実験 を 期待 し た が , 交雑 方 法 が 未開 発 
だ っ た こと も あり その 後 の 進展 は な い . 


そこ で 本 研究 で は , 両 種 の 近 縁 度 お よび 自然 雑種 の 存在 と 
遺伝 子 浸透 の 可能 性 を 明らか に する た め , 両 種 の 交雑 実験 
を 行い 人 工 雑種 第 一 代 F1 形 成 の 有無 と , 得 ら れ た Fl の 戻 
し 交配 実験 を 行い その 生殖 能力 の 有無 を 明らか に する こと 
を 目的 と し た . 


材料 お よび 方 法 

交雑 実験 に 使用 し た サト お よび ヤマ の 母 蝶 採集 地 を 表 1 に 
PT F ORR, 長野 県 伊那 市 内 各地 と その 周辺 地域 
お よび 京都 市 の 個体 を . ヤマ の 母 貞 は , 同じ く 長 野 県 伊那 
市 内 各地 と その 周辺 地域 お よび 札幌 市 の 個体 を 使用 し た . 
両 種 と も 交雑 に 用 いた 個体 は , XICBUEZ2 TESNLI-2 
代 累 代 飼 育 し た 個体 と し た が , 一 部 野外 採集 の 個体 も 使 
HL. これ ら の 産地 の うち 両 種 の 混 棲 地 は , 伊那 市 高遠 
芝 平 と 南牧 村野 辺 山 の 2 カ 所 で , 両 産地 に お ける サト と ヤ 
マ 成 虫 の 個体 数 比率 は ほぼ 1:1 で ある . 他 の 産地 は いずれ 
も 単 棲 地 で ある . 混 棲 地 と 単 棲 地 の 個体 を 使用 し た 理由 は , 
混 棲 と 単 棲 で 交雑 結果 に 差 が ある か どう か 調べ る た めで あ 
る . 


交雑 方 法 は 全て ハン ド ペ アリ ング と し た . 同種 同士 お よび 
種 間 と も ハン ド ペ アリ ング に よる 交配 は 容易 で あっ た . 同 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


サト キマ と ヤマ キマ の 人 工 雑 衝 151 


表 1. 交雑 実験 に 使用 し た サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 採集 地 . 


Table 1. Original locality information of laboratory populations of Neope goschkevitschii and N. niphonica used in the study. 











Species Locality Latitude/longitude Elevation(m) Sympatric* 
N. g. Nobeyama, Minamimaki, Nagano 35.9N/138.5E 1450 $ 
Takato-shibira, Ina, Nagano 35.9N/138.2E 1350-1680 * 
Tera-kanisawa, Ina, Nagano 35.9N/138.0E 870 
Nishiminowa, Ina, Nagano 35.9N/137.9E 820 
Shimokawate, Ina, Nagano 35.8N/138.0E 690 
Masumigaoka, Ina, Nagano 35.8N/137.9E 790 
Hongo, Iijima, Nagano 35.7N/137.9E 390 
Fushimi-momoyama, Kyoto 34.9N/135.8E 60 
N. n. Hoheikyo, Sapporo, Hokkaido 42.9N/141.2E 390 
Kaida-higesawa, Kiso, Nagano 36.0N/137.6E 1190 
Nobeyama, Minamimaki, Nagano 35.9N/138.5E 1450 ^ 
Takato-shibira, Ina, Nagano 35.0N/138.2E 1350-1680 * 
Tera-sawayama, Ina, Nagano 35.9N/138.0E 1000 


* | N. g. and N. n. are distributed in same locality. 


種 同 士 お よび 種 間 で ケー ジ ペ アリ ング る も 各 5 組 試み た が , 
同種 同士 で あっ て も 全て 交尾 に 至ら な か っ た . 両 種 と も 
ケー ジ ペ アリ ング は 難し いと 考え られ る . 種 間 交 雑 は , Y 
v $xhhéGIME, サト x ヤマ を 14 組 行っ た . な お 
以下 で は , ヤマ ヤメ サト を 正 交配 「 サト キメ ヤマ を 逆 
交配 と 呼ぶ こと に する . 正 逆 交配 で 得 ら れ た 人 工 雑種 第 一 
代 FI の そそ は, それ ぞ れ サト と ヤマ の 累代 個体 を 相手 と し 
て 合計 18 組 の 戻し 交配 を 行い , F1 の 生殖 能力 の 検定 を 行っ 
た . 幼虫 に 与え た 餅 は 主 に ミヤ コザ サ で , 一 部 その 他 の サ 
サ 属 や ヤダ ケ な ど を 与え た が , 全て 支障 な く 成 育 し た . 交 
雑 実験 は 2012 ~ 2014 年 に 行っ た . 


結末 お よび 考察 
1. 正 逆 交 配 に よる 雑種 形成 


表 2 と 3 に 正 逆 交 配 の 結果 を 示す . 正 交配 ( 表 2) で は , 13 組 
を 交配 させ た 結果 , 袋 が け 飼育 の た め 身 化 数 が 把 所 で き 
な か っ た 場合 を 除き , 賠 化 率 は 平均 40.1%, レン ジ は 7 ~ 
96% で , 個体 間 あ る い は 産地 間 の 組み 合わ せ に より 大 き な 
違い が あっ た . その 後 の 成長 に つい て も , EA rM 
化 数 で 除 し た 暴 化 率 は 平均 40.8%, レン ジ は 0 83% で , 
これ も 大 き な 違 い が あ っ た . 13 組 の 組み 合わ せ の うち , E 
常に 羽化 し た 個体 は 124?65 ゃ で , の が や の 2 倍 ほ ど 多 か っ 
た . 全 羽 化 数 に 占め る 正常 羽化 個体 数 の 割合 は , の も ゃ も 
88% 前 後 で , 庁 形 や 羽化 失敗 と な る 率 は それ ほど 大 きく は 
な か っ た . 結局 , 正常 羽化 個体 数 を 産卵 数 で 除 し た 正常 羽 
化 率 は 15.0% で 低く , 交雑 の 影響 が 明確 に 出 て いる と 考え 
られ る . 


一 方 の 逆 交 配 ( 表 ?)) で は , 14 組 の 艇 化 率 は 平均 24% で , う 
ち 10 組 は 遇 化 率 0% で あっ た . これ ら の 逆 交 配 の 結果 は , 


正 交配 に 比べ る と 明らか に 低かっ た . し か し , 一 部 の 組み 
合わ せ で は 正 交配 に 近い 映 化 率 で あっ た . 幅 化 に 至っ た 3 
組 に つい て , EA AMA REAT LERRA 
57.8% で あっ た . 正常 に 羽化 し た 個体 は 6 プ 1 ヤ で , 正 交配 
と 同様 .。 の が や より 多かっ た . 正常 羽化 個体 数 を 産卵 数 で 
除 し た 正常 羽化 率 は 0.4% で, 正 交配 に 比べ 著しく 低かっ 
た . 


混 棲 地 と 単 棲 地 の 組み 合わ せ に つい て みる と , 正 交 配 で は 
2 組 が 混 棲 地 ヤ マ ャ x 単 棲 地 サト プ , 7 組 が 単 棲 地 同 士 , 4 
組 が 混 棲 地 同士 で ある が , 単 棲 地 同士 と 混 棲 地 同士 で は 正 
常 羽化 率 が 11% 前 後 で 差 が な か っ た . し か し , 2 組 の 混 棲 
地 ヤ マキ メ x 単 棲 地 サト は 解 化 率 と 正常 由 化 率 が や や 高 
か っ た . 一 方 , 逆 交 配 で は 6 組 が 単 棲 地 同士 , 7 組 が 混 棲 地 
同士 , 1 組 だ けが 単 棲 地 と 混 棲 地 を 交配 し て 羽化 し た サト 
2 x 混 棲 地 ヤマ ず で ある が , この うち 単 棲 地 同士 の 4 組 が 
山 化 し た だ け で , 他 の 2 組 の 単 棲 地 同士 お よび 混 棲 地 同 士 
や 単 棲 地 と 混 棲 地 を 交配 し て 羽化 し た サト x 混 棲 地 ヤマ 
d GNMEULZ2 27. 以上 の よう に , 両親 の 組み 合わ せ が 
混 棲 地 間 , 単 棲 地 間 , また は 混 棲 地 と 単 棲 地 聞 と で は 交雑 
結果 に 差 は 少な か っ た と 考え られ た . また , 産地 に よる 解 
化 率 や 正常 羽化 率 の 高低 も な いと 考え られ る . 

た だ し , EXEM OREN Y Y g x 単 棲 地 サト と 逆 交 
配 2 組 の 単 棲 地 同士 は 他 の 組み 合わ せ と 比 較 し て 高い 峰 化 
率 と 正常 羽化 率 で あり , これ ら の 違い は , 産地 関 と いう よ 
り は 個体 変異 に よる も の と 推定 され る . 


2. 雑種 個体 の 幼虫 ・ 央 形 惑 


図 1 に 両 種 お よび 正 交配 F1 の 終 齢 幼虫 を 示す . 図示 の よう 
に , F1 終 齢 幼虫 の 概 形 は , サト より 細長 い が ヤ マ よ り 太 短 
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表 2. 正 交配 (ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ キメ サト キマ ダラ ヒ カ ゲ ブ ) の 組み 合わ せ の ハン ド ペ アリ ング 法 に よる 産地 別 の 交雑 結果 . 
Table 2. Results of interspecific mating by hand pairing between Neope niphonica $- and N. goschkevitschii d. 








Locality Total No. No. hatched Nepina No. Normal Hybrid 
À eggs . normal emergence i.d. 
N. n. Female N. g. Male Eggs laid (75 hatchability) (RIpANON adults (%)** symbol 
Takato-shibira Shimokawate 75 n. e. 24 (88.9***) — 102122 29.3 
2 89 n. e. 50(862***) 2001893 

Takato-shibira Shimokawate 30.9 

25 24 (96.0) 20 (83.3) 165492 A 
Tera-sawayama Masumigaoka 55 4( 7.3) 0 0 
Hoheikyo Tera-kanisawa 69 6 ( 8.7) 3 (50.0) Tol 2.9 
Hoheikyo Masumigaoka 95 27 (28.4) 16 (59.3) 122 23 14.7 B 
Hoheikyo Masumigaoka 108 35 (32.4) 9 (25.7) 8/4192 8.3 
Hoheikyo Masumigaoka 110 33 (30.0) 21 (63.6) 140692 18.2 C 
Tera-sawayama Hongo 9 xMasumigaoka の 58 39 (67.2) 22 (56.4) 123135 224 
Tera-sawayama Hongo ? xMasumigaoka d^ 54 34 (63.0) 5 (14.7) 181¢ 3.7 
Takato-shibira Takato-shibira 108 58 (53.7) 34 (58.6) 172109 25.0 D 
Takato-shibira Takato-shibira 112 47 (42.0) 17 (36.2) 9$ 8.0 
Takato-shibira Takato-shibira 14 I4 LI 0 0 
Takato-shibira Takato-shibira 112 51 (45.5) 21 (41.2) 439$ 11.6 


* Number of normal pupae/Number of hatched eggs. 


** Number of normal adults/Number of eggs laid. 


*** Number of normal pupae/Number of 3rd instar larvae. 
Hybrid i.d. symbol: F1 hybrids used in backcross experiments (See Table 4). 


表 3. 遡 交配 (サト キマ ダラ ヒ カ ゲ x ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の の) の 組み 合わ せ の ハン ド ペ アリ ング 法 に よる 産地 別 の 交雑 結果 . 
Table 3. Results of interspecific mating by hand pairing between Neope goschkevitschii 千 and N. niphonica d. 





Locality Total No. No. hatched No. püpa No. Normal Hybrid 
. eggs ; normal emergence i.d. 

N. g. Female N. n. Male eggs laid kb "PD oa tts (%)** symbol 

Fushimi-momoyama Tera-sawayama 105 0 0 

Masumigaoka Hoheikyo 156 1 ( 0.6) 0 0 

Masumigaoka Hoheikyo 146 1( 0.7) 1 (100) 1d 0.7 

Masumigaoka Hoheikyo 153 10 ( 6.5) 4 (40.0) Ig1£ 1.3 

Hongo Kaida-higesawa 115 30 (26.1) 10 (33.3) 4d 3.5 E 

Hongo ?xMasumigaoka $' Tera-sawayama 127 0 0 

Takato-shibira Takato-shibira 139 0 0 

Takato-shibira Takato-shibira 34 0 0 

Takato-shibira Takato-shibira 131 0 0 

i 2 Takato-shibira 145 0 0 

Nobeyama Nobeyama 114 0 0 

Nobeyama Nobeyama 135 0 0 

Nobeyama Nobeyama 100 0 0 

Nobeyama Nobeyama 102 0 0 


* Number of normal pupae/Number of hatched eggs. 
** Number of normal adults/Number of eggs laid. 
Hybrid i.d. symbol: F1 hybrids used in backcross experiments (See Table 4). 
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く , 両 種 の 中 間 的 概 形 で ある . £7FDESE OQ, 
サト は 黄色 味 が 強い の に 対し て 赤色 味 が や や 強い が , ヤマ 
ほど 赤色 味 が 強く な く , や は り 中 間 的 色彩 で ある . 背部 や 
亜 育 部 の 斑紋 と 地 色 と の コン トラ スト も , eoim 
ト と ヤマ の 中 間 で ある . 

図 2 に 両 種 お よび 正 交配 FI の 次 を 示す . ddp lay 


面 な ど に ある 黒色 斑紋 は , 両 種 と も 変異 が 多い た め , 図 で 
は 各 3$ 頭 ずつ を 背面 . 側面 , 腹面 な ど を 向け て 示し た . 図 
示 の よう に , 変異 は ある も の の 正 交配 F1 は 概ね 両 種 の 中 問 
的 な 黒色 斑紋 と な っ て いる . 

3. 雑種 個体 の 成虫 形態 


図 3 と 図 4 に 正 逆 交配 に よる FI 成虫 に つい て 春 型 と 夏 型 に 





B]. ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ , 正 交配 FI1. サト キマ 
3 7 € T 0 3) 8. 

Fig. 1. Mature larvae of Neope niphonica, F1 hybrid, 
and N. goschkevitschii. a: N. n., b,c: Fl hybrids (N. 
n. 9 x N. g. d); d: N. g. 


B. ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ , E 
XE] サト キマ ダラ ヒ カ 
FO. 

Fig. 2. Pupae of Neope niphonica, 
F1 hybrid, and N. goschkevitschii, 
a: N. n.; b: FI hybrids (N. n. Ẹ 
x N. 8. d); c N. g. 


分 け て 示す . た だ し , 逆 交 配 FI は 羽化 個体 数 が 少な いた め , 
春 型 は 得 ら れ て いな い . RA, 夏 型 と も 正 交配 F1 は , 前 次 


後 次 裏 の 基部 付近 の 3 円 紋 の 配置 な ど が , 両 種 の 中 間 的 と 
な っ て いる . また 図 4 の 正 交 配 F1 と 逆 交 配 F1 を 比較 する と 
斑紋 が ほぼ 同じ 傾向 と な っ て お り , 判別 が で き な い . 


以上 の よう に , 正 逆 交 配 F1 の 多く は 両 種 の 中 間 的 な 斑紋 と 
な っ て いる が , サト に 近い 斑紋 か ら ヤ マ に 近い 斑紋 の 個体 
変異 も ある . 図 5 に , 上 段 に 正 交配 F1 春 型 , 中 段 に 正 交配 
F1 夏 型 , 下段 に 逆 交 配 F1 夏 型 に つい て 斑紋 の 変異 を 示す . 
図 ?5 の 全て の 個体 が 同じ FI で ある が , 左 欄 が サト に 近い 斑 
紋 を 持つ 個体 , 中 央 が 中 間 的 な 斑紋 の 個体 , 右 欄 が ヤマ に 
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BB. サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , FI 正 交配 雑種 . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 成 虫 ず 〒. 


h 


Fig. 3. Male (upper two rows) and female (lower two rows) adults in the spring brood of Neope 
goschkevitschii, F1 hybrids, and N. niphonica. a-d: N. g.; e-h: F] hybrids (N. n. 9 x N. g. d 


i-l: N. n. 


近い 斑紋 を 持つ 個体 で ある . 図 の よう に , 同じ F1 で も 斑紋 
変異 は か な り 認 め ら れ , 個体 に よっ て は 両 種 と 判別 する の 
が 難し い 場 合 も ある . な お , 図 $ の 中 段 と 下段 で 夏 型 同士 
を 比較 する と , 正 逆 交配 間 の 成虫 斑紋 の 人 違い は 明確 で は な 
く , 差 は な いと 考え られ る . 


4. 戻 し 交配 実験 の 結果 


KAZ, ヤマ ヤキ xF1 ず の 5 組 と サト fl xFI ず の 8 組 , F1¢ x 
ヤマ の 3 組 と FI キ X メ サト の 2 組 の 結果 を 示す . 表 に 示 
し た よう に , F1 の 戻し 交配 で は , vv? xXE1 ず の 2 組 で 


剛 化 が 認め られ , その うち 1 組 だ け 正 常 羽 化し た 個体 が 1 
あっ た ほか は , 他 の 11 組 は 典 化 率 0%% で あっ た . また F1〒 
の 戻し 交配 で は , 全て の 組み 合わ せ で 産卵 数 が 0 で あっ た 
この 5 頭 の 交尾 済み F1 そ の 採卵 試験 後 , 腹部 を 解剖 し 卵巣 
を 調べ た が , 卵 は 全く 形成 され て いな か っ た . これ と は 別 
に , 正 逆 交 配 で 得 ら れ た 未 交尾 F1〒 に つい て も 10 頭 の 腹部 
を 解剖 し た が , や は り 卵 は 全く 形成 され て いな か っ た . FI 
ず の 精巣 は 未 見 で ある が , 以上 より FI1 は の 〒 と も 次 世代 を 
形成 で き な い , すなわち 生殖 能力 が な いと 考え られ た . 

図 6 に 戻し 交配 で 得 ら れ た 唯一 の 正常 羽化 個体 BC1 を 示す . 
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K4. サト キマ ダラ ヒ カ 
F, FI 正 交配 雑種 . Fl 
逆 交 配 雑種 , ヤマ キマ 
ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 成虫 
$$. 

Fig. 4. Adult males (upper 
two rows) and females 
(lower two rows) in 
the summer brood of 
Neope goschkevitschii, 
Fl hybrids, and N. 
niphonica. 

a-d: N. g.; e-h: Fl 
hybrids (N. n. € x N. g. 
の ): i-l: F1 hybrids (N. g. 
2. x N. n. の ): m-p: n. 













図 5. 正 交 配 F1, 逆 交配 F1 の 成虫 
の 変異 

Fig. 5. Variation in adult male F1 
hybrids. 

à-c: Spring brood of F1 hybrids (N. n. 
$ xN. g. d); d-f: Summer brood of 
FI hybrids (N. n. $ x N. g. f); g-i: 
Summer brood of F1 hybrids (N. g. 
SOON nod. 
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x4 FI1 プ その ハン ド ペ アリ ング 法 に よる 戻し 交配 結果 
Table 4. Results of F1 backcrosses by hand pairing. 





te 6 


図 6. FI 正 交配 雑種 , BC1 戻 し 交配 
雑種 . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 弄 
成虫 . 

Fig. 6. Summer brood of adult male 
FI hybrids, BC1 hybrids, and N. 
niphonica. 

a-b: Fl hybrid (N. n. $ x N. g. d'y; 
c-d: BCI hybrid (N. n. $ x (N. n. Ẹ 
xN. g. d) Fl d); e-f: N. n. 

















Locality or symbol Total No. hatched Nes pus No. % Normal 
No. eggs eggs q LET normal dot 
Female Male jud - badly PU sg の 
N.n. Takato-shibira Fl A 145 0 0 
N.n. Takato-shibira Fl A 98 0 0 
N.n.  Tera-sawayama Fl A 115 0 0 
N.n. Hoheikyo Fl B 116 10 (8.6) 3 (30.0) P 0.9 
N.n. Takato-shibira Fl D 92 1 (1.1) 0 0 
N.g.  Hongo Fl B 115 0 0 
Hongo 〒 
Ng xMasumigaoka 4 Ei laa 0 : 
Hongo € 
N. g. l 0 
j x Masumigaoka d' RE ? j 
Hongo $ 
N. 
? X Masumigaoka d EL 2 ` y 
Hongo $ 
N. 3 
: X Masumigaoka d ERN 2x E g 
Hongo 〒 
N. z 
9 X Masumigaoka ご E. a : 
Hongo 〒 
N. a 
à X Masumigaoka d Be x iz : i 
Hongo 〒 
N. g. > 
E Masumigaoka d' ES i : 9 
E A N.n. Takato-shibira 0 0 
Fl B N.n. Hoheikyo 0 0 
Fl D N.n. Takato-shibira 0 0 
Fl C N. g. Hongo Ẹ X Masumigaoka d' 0 0 
Fl D N.g. Nishiminowa 0 0 





* Number of normal pupae/Number of hatched eggs. 
** Number of normal adults/Number of eggs. 
Symbol A-E show the pairing combination in Tables 2 and 3. 
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た だ し , 正常 と 言っ て も 左 後 頑 が 軽微 な 奇形 と な っ て いる . 
斑紋 は . ヤマ ャ と の 間 の 戻し 交配 個体 な の で , や や ヤマ に 
Jte. な お , この 個体 の 戻し 交配 は 行わ な か っ た . 


5. 自然 雑種 の 可能 性 


正 聞 交配 お よび 戻し 交配 の 表 2 ~ 4 の 結果 か ら , 混 棲 地 に 
お いて 自然 雑種 が 発生 する な ら ば , 正 交配 の ヤマ ヤキ x サ ト 
ず の で ある 可能 性 が 高い と 推定 され る . し か し , 組み 合わ せ 
に も よる が 正 交配 で も 卵 か ら 成 虫 と な る 率 は 15% と 低く , 
また F1 び 和子 は 生殖 能力 が な いと 考え られ る の で , BAM 
種 が 発生 し た と し て も Fi 限り で 遺伝 子 浸透 は 起き な いと 
推定 され る . た だ し , 交配 前 隔離 が どの 程度 発達 し て いる 
の か 不明 な た め , 自然 雑種 の 個体 数 比率 は 未 解 明 の まま で 
ある . も と も と 両 種 と る 個体 変異 が 大 きく , し か も 判別 が 
難し いた めか , これ まで 自然 雑種 の 報告 は 全く な い が , 今 
後 , 混 棲 地 や 単 棲 地 で も 両 種 が 接する 地域 で 採集 され た 個 
体 を 精査 すれ ば , 自然 雑種 個体 が 発見 され る 可能 性 が ある . 


お わり に 


サト と ヤマ を 種 聞 交 雑 し た 結果 , 正 交 配 で や ある ヤマ キメ サ 
ト ず の 組み 合わ せ で 正常 羽化 率 が 平均 153% ほ は ど で そ れ ほ ど 
高く な か っ た . 逆 の 組み 合わ せ は 正常 羽化 率 が きわ め て 低 
か っ た . これ ら の こと か ら , 自然 雑種 の 可能 性 は ある も の 
の その 割合 は それ ほど 高く な いと 推定 され た . また 自然 雑 
種 が 存在 する 場合 は , 正 交配 の 組み 合わ せ で 生じ た 可能 性 
が 高い と 推定 され た . 戻し 交配 結果 か ら は FI の ヤキ に は 生 
殖 能 力 が は ほとんど な いと 考え られ , 両 種 閥 の 遺伝 子 浸透 は 
起き て いな いも の と 考え られ た . 今後 は 得 られ た 知見 か ら , 
混 棲 地 に お ける 自然 雑種 の 探索 を 行い , 種 間 で どの 程度 交 
尾 が 行わ れ て いる の か 調査 する こと が 必要 で ある . 


末尾 な が ら , 高橋 真弓 氏 に は ご 自身 の 貴重 な 論文 を 多数 ご 
恵 号 いた だ き , また 飼育 方 法 や 化 性 に つい て 親身 に な っ た 
数 々 の ご 教示 を いた だ きま し た . 交雑 実験 用 と し て , 井上 
大 成 氏 に は 京都 市 産 サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ 母 蝶 , 川田 光政 氏 
に は 札幌 市 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ 母 交 を ご 恵 送 いた だ きま 
し た . 以上 の 方 々 に 深く 感謝 申し 上 げ ま す . 
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Summary 


Neope goschkevitschii (Ménétriés), 1857 and N. niphonica Butler, 
1881 are closely related species that occur sympatrically in various 
areas of Japan. In order to verify a possibility of natural hybrids 
and genetic introgression occurring between these species, artificial 
hybridization and backcrossing experiments were conducted by 
hand pairing. For the cross N. n. €. X N. g. d^, the adult emergence 
rate to the total number of eggs was 1596, while for the reciprocal 
cross, that was only 0.4%. In the former combination, the number 
of normal male adults was twice that of normal female adults. The 
morphology of all stages of the F1 hybrids was intermediate between 
both parental species, but some individuals were more similar to 
one or other of the parents. Of the 18 pairs that were backcrossed, 
only one male adult with a slightly malformed wing was obtained 
for the cross N. n. - X (N. n. $ x Mg の) ず .The results showed 
that adult male and female F1 individuals of both species were not 
capable of reproducing and that genetic introgression between these 
species must not occur in the natural environment. 
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